
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
十
九
号

(平
成
三
年
三
月
十
八
日
)

尊
経
閣
文
庫
蔵

『堺
記
」
翻
刻

和

田

英

道

室
町
軍
記
研
究
の

一
環
と
し
て
『応
永
記
』を
検
討
し
た
い
。
『応
永
記
』

は
応
永
六
年

(
=
二
九
九
)
に
起
こ
っ
た
、
室
町
幕
府
に
対
す
る
大
内
義

弘

(周
防

・
長
門
な
ど
六
箇
国
を
領
し
た
大
守
護
)
の
反
乱
を
描
い
た
軍

　　

こ

記

で
あ

る
が
、

相
当
数

の
伝

本

が
報
告

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ
ら

は
、
加

美

(注

二
)

(注
三
)

宏
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
第

一
類
と
第
二
類
に
、
小
林
賢
章
氏
の
説
に
よ
れ

ば
、
類
別
は
な
く
五
種
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
い
ず
れ
の
説
に
お

い
て
も
第

一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
に
翻
刻
す
る
尊
経
閣
文
庫

蔵

『堺
記
』
で
あ
る
。
こ
の
系
統
本
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
が
唯

一
の
も
の

　　
　
　

だ
が
、
紹
介
者
冨
倉
徳
次
郎
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
「堺
記
を

一
つ
の
合
戦

記
録
風

の
も
の
と
し
て
整
理
し
た
も
の
が
、応
永
記
で
あ
る
と
見
る
べ
き
」

伝
本
で
あ
る
か
は
兎
も
角
と
し
て
、
も

っ
と
も
注
目
す
べ
き
伝
本
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
伝
本
を
中
心
に
し
た

『応
永
記
』
の
研
究
は

今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
を
全

文
翻
刻
す
る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
尊
経

閣
文
庫

蔵
本

は
、
村
上

光
徳

氏

に
よ

っ
て
か

つ

　　
　
　

て

一
度

翻
刻

さ
れ

た

こ
と
が
あ

る
。

し

か
し
、
本

文

の
訓

み
を
初

め
、

字

体

・
濁
点

の
有

無

・
返
り
点

の
有

無

・
句
読

点

の
打

ち
方

・
注
記

の
類

別

等
、

諸
所

に
お

い
て
見
解

を
異

に
す

る
点

が
多

く
、

こ

こ
に
改

め
て
私

の

翻
刻

を

示
す

こ
と

に
す

る
。

な

お
、
尊

経

閣
文
庫

蔵
本

の
書

誌

は
、
以

下

の
と

お
り

で
あ

る
。

〔函
架

番
号

〕
第

四
十

九
号

〔巻

冊

〕
一
巻

一
軸

〔書
写

年
代

〕
室

町
時
代

中
期

(伝
後

崇
光

院
筆

)
〔外
題

〕
鳥

の
子
無

地
紙

題
簽

(原

か
。
縦

卿
横

跖

セ

ン
チ

)
に
墨
書

「堺

記
」
(同
筆

か
)
〔内
題

〕
な

し

〔表
紙

〕
紺

地

に

亀

甲
紋

繋
ぎ

に
花

模
様

入
り

裂
表
紙

(後

補
)
〔
見
返

し
〕
鳥

の
子

に
金

切
箔
散

ら

し

〔料
紙

〕
鳥

の
子

に
銀
切

箔
散

ら

し

〔寸

法
〕
縦

蹣
横

刪

セ

齟ン
チ

(38

セ

ン
チ
強

の
料

紙

20
枚

繋

ぎ
)

〔用

字
〕
漢

字

平

が

な
交

用

〔書

入

〕
墨
書

入

(同

筆

・別

筆

の

二
種

)
)

〔そ

の
他
〕

牙
軸

。
本

文

一

筆

。
桐

箝

に
打
付

書

で

「
堺

記
後
崇
光
院
宸
筆
壱
巻
」
と
あ

る
。

ま
た
、
箱

の

一
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中

に
元
表
紙
が
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
損
傷
が
甚
し
い
。
そ
の
表
紙

は
焦
茶
色
地
に
茶
色
の
草
木
浮
紋
緞
子
、
見
返
し
は
金
銀
泥
地
に
金

切
箔
と
金
砂
子
散
ら
し
。

注

一

注
二
注
三
注
四

注
五

加
美
宏
氏

「
『応
永
記
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
(『甲
南
国
文
』
第
二
十
六
号
、
昭

和
五
十
四
年
三
月
〉

注

一
に
同
じ
。

「
『応
永
記
』
諸
本
の
系
統
」
(
『語
文
叢
誌
』
昭
和
五
十
六
年
三
月
)

「応
永
記
の
形
態
i

伝
後
崇
光
院
筆
堺
記
の
紹
介
ー

」
(『国
語
と
国
文
学
』

昭
和

二
十

四
年
十
月
)

「堺
記
伝
後
崇
光
院
御
筆
」

(上
)
・
(下
)

(『駒
沢
国
文
』
第

四
号

・
五
号

、
昭
和

四

十
年
十

月

・
昭
和
四
十

一
年
十

一
月

)

凡

例

e

本
稿

は
、
『
応
永

記
』
の

一
伝
本

た

る
前

田
育

徳
会

尊
経

閣
文

庫
蔵

『堺

記
』

を
忠

実

に
翻
刻

し

た
も

の

で
あ

る
。

口

翻
刻

に
際

し

て
は
、

次

の
規
準

に
従

っ
た
。

①

漢

字

・
仮
名

の
別

、
仮

名
遣

い

・
送

り
仮
名

・
返

り
点

な
ど
、

す

②③④⑤⑥⑦

べ
て
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

漢
字

・
仮
名
は
す
べ
て
通
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
異
体

字

・
旧
字
体

・
略
字
体
は
正
字
体

・
新
字
体
に
改
め
た
。
そ
の
認

定
の
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
藤
堂
明
保
氏
編

『漢
和
大
字
曲
ハ』
(昭

和
五
十
三
年
四
月
初
版
、
学
習
研
究
社
。
第
二
十
二
刷
使
用
)
で
あ

る
。
(例

)

ヨ火
1
↓
霊

處
↓

処

区
ー
↓

部

踊

り
字

「
<

」

「
々
」
は
、
漢

字

の
場
合

は

「
々
」
に
、
平

仮
名

の
場
合

は

「
〉
」

に
改

め
た
。

(例
)

散

く

ー
↓

散

々

国

≧
ー
↓

国

々

.

書

き
入

れ
は
、

同
筆

」
別
筆

の
別

な

く
、

す

べ
て
採
録

し

た
。

た

だ
、

数
箇

の
例

外
を

除

け
ば

、
右

横

の
小
書

き

の
書

き
入

れ
や
返

り
点

は
別

筆

で
あ

る
。

虫
食

い

・
損
傷

に
よ

る
判
読

不
能

箇
所

は
、

[

凵

で
示
し

た
。

私
注

に
は
す

べ
て

(

)

を
付

し
た
。

読
解

の
便

の
た

め

に
私

意

に
句
読

点

と
引
用

符

を
付

し

た
。

本
稿
の
成
る
に
際
し
、
翻
刻
の
ご
許
可
を
賜
っ
た
前
田
育
徳
会
尊
経

閣
文
庫
に
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

一
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堺

記

(外
題
)

応
永

六
年
九
月
の
比
、
客
星
南
方

に
出
け
る
を
、
陰
陽
師
有
世
卿
勘
申
け
る

ハ
、
「太
白
犯
焚
惑
、
九
十
日
胃甲

二
有
大

兵
乱
て
大
戦
流
レ血
》

大
将
軍
慎
」
・、
々
。
又
云
、
「
兵
乱
有
て
年
中
可
二易
地
彳

、㌔

又
麗
陰
陽
師
勘
申
け
る
は
・
「兵
乱
あ
り
と
一至

も
国
主
の
凶
に
非
す
・
謀
叛

の
大
将
慎
有

て
可
易
地
」
と
そ
申
け
る
。
依
之
、
「占
文
の
旨
不
レ軽
」
と
て
諸
寺
諸
社
に
於

て
御
祈
濤
と
も
有
と
か
や
。
乍
去
、
「是
程
天
下

漆
平

の
世
に
何
事
か
有

へ
き
」
と
そ
人
々
申
合
け
る
。
爰
同
年
十
月
十
三
日
、
大
内
左
京
権
大
夫
入
道
義
弘
、
和
泉

の
堺
に
参
着
す
。
是

ハ

ニ

度
々

の
依
レ召
上
洛
と
聞
ゆ
。
然
は
軈
京
都
に
可
上
洛
之
処
二
、
其
儀

ハ
無
し
て
平
井
新
左
衛
門
尉
を
以
案
内
を
啓
し
、
其
身

ハ
上
洛

の
企
も

な
し
。
和
泉
紀
伊
国
に
は
筑
紫
中
国
の
勢
共
満
々
た
り
と
聞
ゑ
あ
り
。
さ
る
ほ
と
に
、
「野
心
の
企
あ
る
か
」
と
風
聞

す
。
既
上
聞
に
及
、
青

蓮
院

の
宮
被
申
云
、
「
野
心
の
風
聞

ハ
候

へ
と
も
、
さ
る
事

ハ
候

ハ
し
。
急
き
上
洛
す

へ
し
と
人
を
可
遣
」
由
被
申
て
伊
与
法
眼
を
御
使
と
し

ニ

て
被
仰

之
処
に
、
「条
々
怖
畏
無
き
に
非

ハ
、
依
レ何
か
上
洛
仕

へ
き
」
よ
し
申
之
。
「さ
て
ハ
野
心
治
定
な
る
者
哉
」
な
と
沙
汰
あ
り
。
「乍

去
是

ハ
内
々
門
跡
よ
り
の
御
使
也
。
上
と
し
て

一
往
事

の
子
細
を
被
尋
候

ハ
て
は
如
何

〉
あ
る

へ
き
。
若

一
旦
の
荒
説
唐
説
な
と
に
て
含
レ恨

ヲ
、
世
上

の
乱
を
な
し
民
間
を
悩
さ
む
事
も
不
可
然
。
彼
又
不
誤
は
累
世
武
略
の
忠
節
を
失

ハ
む
事
も
不
便
也
。
能
々
子
細
を
可
被
尋
」
と
て

尚

(佗
力
V

ヲ

ニ

以
絶
海
和
晦
十
月
廿
七
日
、
専
使
と
し
て
堺
に
下
向
、
軈
大
内
方

へ
被
・給
案
内

一之
処
、
大
内
上
意
及
二再
三
一
ハ
、
「御
返
事
如
何

〉
可
申
哉
」

と
先
内
談
す
る
処
二
、
新
介
申
け
る
は
、
「度
々
の
仰
を
疑
奉
り
、
実
否
不
分
明
伝
説
を
以
て
上
意
を
違
犯
せ
む
事
、
愚
案
の
至
な
り
。
凡
先

祖

に

ハ
一
国
に
も
任
せ
さ
り
し
に
、
当
代

に
至
て
六
箇
国
を
拝
領
し
栄
花
身

に
余
て
剰
上
意
を
軽
せ
ん
事
不
可
然
。
今
度

ハ
僧
中
尊
宿

の
絶

ニ

海
和
尚
を
以
て
被
仰
下
。
是
他
異
な
り
、
如
何

に
も
先
非
を
翻
し
先
参
洛
を
企
ら
れ
候

ハ
〉
可
然
か
」
と
申
せ
は
、
平
井
の
備
前
入
道
、
「此

テ

テ

趣
尤
其

謂
多
レ端
。
縦
為
レ上

い
か
な
る
御
計
あ
り
と
い
ふ
と
も
、
為
レ下
は
幾
度
も
被
歎
申
こ
そ
常
の
儀

に
て
候

へ
。
又
随
レ侃
r
洛
有
て
被

　　
　

歎
申
は
、
縦
何
な
る
事
を
思
食
企
と
い
ふ
と
も
、
な
と
か
御
優
免

の
儀
な
か
ら
む
。
今

ハ
剰
上
よ
り
被
宥
仰
分

に
て
こ
そ
候

へ
。
無
御
承
引

一6
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は
、
忽

君
臣
の
儀
に
背
き
朝
敵
と
成

へ
し
。
然
は
当
家
の
滅
亡
時
刻
を
廻
す

へ
か
ら
す
」
と
詞
を
残
さ
す
教
訓
し
け

る
は
、
朱
雲
か
折
檻
を

ニ

辛
眦

か
引
裾
け
る
も
か
く
や
と
そ
覚
け
る
。
さ
れ
と
も
忠
言
逆
レ耳
故
に
や
、
其
心
に
た
か

へ
り
。
去
程

に
杉
豊
後
入
道
進
出
て
申
け
る
は
、

「抑
都
鄙

二
於
て
多
の
大
敵
を
亡
し
忠

の
ミ
有
て
更
不
忠
を
存
せ
す
。
其
賞
に
依
て
国
々
を
拝
領
す
。
子
々
孫
々
ま

て
も
不
易

の
思
を
成
処

・
、
今
何

の
罪
科
有

て
か
国
を
被
召
放

へ
き
御
企
有
そ
や
。
是
ハ
偏

・
当
家
を
亡

へ
し
と
云
御
巧
也
・
仍
苴
趣

恨
を
散

苫

か
為
に
此
堺

・
御

ン

越
あ
り
。
内
儀

ハ
や
く
外
聞
す
。
天
下
の
大
事
を
思
食
立
上
は

一
往
の
御
宥
を
以
て
た
や
す
く
仰
に
被
レ随
条
、
事

い
る
か
せ
也
」
と
申
せ
は
、

運
の
極

に
や
、
「此
儀
尤
可
然
」
と
て
軈
絶
海
和
尚

二
対
面
す
。
絶
海

の
給
け
る

ハ
、
「先
立
被
仰
之
処
被
二遺
心
緒
り
之
由
被
聞
食
間
、
重
て

上
意
の
趣
具
に
申

へ
し
と
て
愚
僧
下
向
仕
候
。
所
詮
以
浮
説
上
意
を
計
奉
ら
れ
ん
事
不
可
然
。
千
万
の
巷
説
あ
り
と

い
ふ
と
も
急
き
参
洛
を

　　
　
カ
　

遂
て
御
目

に
懸
て
此
間

の
旨
趣
を
も
被
二申
披

一、
又
上
意
を
も
承
、
分
々
給

へ
し
。
百
聞

一
見

こ
不
如
と
こ
そ
申
候

へ
。

一
朝
の
忿
を
以
て

ノ

上
方
の
素
意
を
被
レ掠
-申
事
、
似
三無
二遠
慮

一」
と
被
仰
け
れ
は
、
大
内
、
「仰

の
と
ほ
り
又
御
教
訓
の
旨
畏
所
候
。
誠
君
恩

ハ
泰
山
よ
り
も

山口同
く
巨
海
よ
り
も
深
し
。
さ
れ

ハ
蕭
何
か
功
を
さ
み
し
陳
平
か
儀
を
重
す
、
君
の
為

一
命
を
軽
す
る
事
、
風
前
の
塵
も
非
レ喩
鉱
就
中
九
州

一

統
し
て
御
敵
数
万
騎
国
中

二
可
打
越
企
あ
り
。
今
河

の
伊
与
入
道
探
題
と
し
被
差
遣
と
云

へ
と
も
其
勢
僅

二
一二
百
余

騎
、
微
力
に
し
て
九
州

に
鑑

に
及
ハ
す
。
然
問

合
力
を
致
し
て
可
臨

詳

上
命
を
蒙
て
某
+
六
歳
に
哉

四
千
余
騎
を
率
し
て
蠢

相
土
ハに
九
州
に
薩

し
・

ニ

ヨ

廿
余
年

の
間
於
所
々
廿
八
箇
度
合
戦
、
敵
を
亡
し
無
弐
の
忠
節
を
致
す
、
世
の
所
レ知
人
の
所
レ知
也
。
又
山
名
陸
奥
守
俄

に
京
都
に
乱
入
之

二
其

ニ

ノ

間
、
某
遠
国
の
勢
不
二及
相
催

一某
勢
僅

二
二
百
余
騎
に
て
取
陣
之
処
、
彼
勢
小
林
七
百
余
騎
当
陣
に
か
〉
る
。
入
道

一
命
を
軽
し
合
戦
を
致

レ

ル

レ

し
て
敵
十
余
人
打
取
自
身

二
箇
所
手
負
、
大
勢
を
追
退
く
。

一
陣
破
ぬ
れ
は
残
党
不
レ全
故

に
其
軍
破
、
陸
奥
守
被
討

了
。
仍
其
軍
功
に
和
泉

シ
テ

ヲ

紀
伊
国
両
国
を
給

ハ
る
。
其
後
、
南
朝
和
睦
の
事
廻
二
籌
策

一両
朝

一
統
す
る
の
ミ
に
非
す
、
三
種
の
神
器
を
当
朝
に
奉
レ渡
。
是
忠
節
の
第

一
に
非
哉
。
凡
此
神
器
と
申

ハ
大
国
の
秦
の
李
斯
か
藍
田
の
玉
に
て
造
し
印
璽
に

ハ
か

ハ
り
て
、
忝
も
天
照
大
神
よ
り
相
伝
て
代

々
の
帝
王

相
承
し
給
三
国
無
双
の
霊
宝
也
。
其
後
、
去
々
年
小
弐
対
治
脚事
再
三
被
仰
下
間
、
舎
弟
伊
与
守
同
六
郎
を
大
将
と
し
て
五
千
余
騎

に
臣
九
州

に
発
向

す
る
処
に
、
小
弐
菊
地
千
葉
大
村
以
下
九
州

}
同

に
筑
前
国
ミ
な
う
ち
に
取
陣
。
敵

ハ
大
勢
御
方

ハ
小
勢
合
戦

延
引
す
る
間
、
入
道

一
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自
身
馳
下
て
不
日
に
大
敵
を
対
治
し
ぬ
。
後
日
に
承
れ
は
入
道
を
可
対
治
之
由
小
弐
菊
地
か
方

へ
潜

に
被
仰
云
々
。
卅
年
か
間
無
弐

の
忠
節
を
ル

致
し
て
何
の
罪
怠
に
依
て
如
此
の
御
計
有
け
る
哉
。
是

一
。
又
眼
前

の
御
大
事
、
山
名
已

二
乱
入
之
時

一
命
を
捨

て
其
功
を
成
に
依
て
預
忠

ニ

ニ

ニ

賞
両
国
を
幾
程
も
な
く
可
被
召
放
事
、
何
程
の
罪
科
哉
。
是

一
。
又
小
弐
対
治
之
時
舎
弟
伊
与
守
打
死
仕
候
処
、
其
子
不
二預
軍
功

一、
別
而

又
御
感

の
仰
な
し
。
是

一
。
結
句
京
都
に
被
召
上
て
可
被
討
之
由
有
御
評
儀
云
々
。
是
程
に
忠
節
の
身
な
か
ら
背
御
意

て
ハ
争
か
可
上
洛
仕
候

哉
」
と
涙
を
流
し
て
申
け
れ
ハ
、
絶
海
又
、
「所
々
の
御
忠
節
及
数
箇
度
事
、
天
下
其
隠
な
し
。
さ
れ

ハ
重
畳

の
御
恩
賞
人

に
す
く
る
〉
者
也
。

ヲ

但
小
弐
対
治
事

ハ
深
く
上
意
に
違
て
被
三加
二対
治

一上

ハ
何
ぞ
彼
を
御
屓
贔

一
事
両
様
の
御
沙
汰
可
有
哉
。只
惣
右
馬

か
計
と
し
て
京
都
よ
り

被
仰
下
旨
有
と
称
し
て
九
州
の
国
人
を
相
語
事
を
は
な
し
か
ハ
上
方
御
存
知
有

へ
き
哉
。
次
両
国
可
被
召
放
事

ハ
曽

て
被
仰
出
旨
も
な
く
、

又
拝
領

の
人
も
な
し
。
而
に
世
の
荒
説
を
以
て
み
た
り
か
ハ
し
く
上
を
可
奉
恨
事
、
率
爾
の
次
第
也
。
又
与
州
打
死
事
御
感

の
御
沙
汰
有

へ

き
処
二
、
御
辺
に
可
有
上
洛
之
由
度
々
雖
被
仰
、
参
洛
于
今
延
引
。
彼
賞
の
事
も
上
洛
を
御
待
あ
る
よ
し
伝
承
者
也
。
是
又
さ
ほ
と
の
延
引

に

　
と
　

あ
ら
す
、
深
き
恨
の
題
目
に
不
可
入
者
歟
。
次
於
京
都
可
被
打
事

ハ
内
外
其
沙
汰
な
し
。
若
さ
様
の
趣
あ
ら
は
縦
上
意
と
い
ふ
□
も
僧
家

の

身
と
し
て
慈
悲
を
先
と
す

へ
き
に
、
争
か
人
を
失

へ
き
。
籌
策
を
致
し
て
可
下
向
哉
。
此
条
々
更
以
其
謂
あ
る
に
似

た
り
と
雖
と
も
、
倩
事

ら

の
子
細

を
案
す
る
に
、
忠
に
ほ
こ
り
給
ゆ

へ
な
り
。
忠
に
誇
は
、
其
忠
還
て
不
忠
た
る

へ
し
。
さ
れ

ハ
范
蠡

ハ
越
王

に
仕
け
る
に
、
越
王
呉

軍

王
と
戦

て
戦
破
て
越
王
生
擒
れ
て
恥
辱
を
当
し
に
、
范
蠡
口
惜
事
に
思
、
出
入
に
嘗
胆
、
臥
と
き
は
枕
戈
も
恨
を
忘

れ
す
。
果
し
て
呉
王
と

ヒ

ニ

戦
て
遂

二
会
稽

の
恥
を
雪
た
り
け
る
に
、
越
王
悦
て
大
二
賞
を
行

ハ
む
と
す
る
に
辞
て
不
受
之
。
「功
成
名
遂

て
遂
身
退

ハ
天
の
道
也
」
と
て

越
国
を
去

に
き
。
是
を
し
そ
賢
臣
と

ハ
申
せ
。
其
禄
を
持
な
か
ら
上
を
軽
し
め
奉
ら
ん
事

ハ
天
命
に
背

へ
し
。
天
命

に
違

ハ
神
明
仏
陀
も
加

　

ヲ

護
あ
る

へ
か
ら
す
。
能
々
可
被
廻

。
慮
哉
」
と
被
仰
け
れ
は
、
大
内
、
「条
々
仰
旨
承
候
了
。
御
政
道
を
奉
諌

へ
き
よ
し
鎌
倉
殿
と
同
心
申
子

ニ

ヲ

細
あ
り
。
今
随
仰
上
洛
仕
ら
は
、
鎌
倉
殿
御
約
束
可
相
違
。
来
月
二
日
鎌
倉
殿
御
共
申
、
同
時

に
可
企
参
洛

。
山
門
南
都
も
内
通
の
子
細
候
。

ニ

鎌
倉
殿

ハ
今

ハ
既
箱
根
山
を
も
御
越
候
ち
む
。
い
し
き
御
大
事
に
て
こ
そ
候

ハ
め
」
と
申
座
敷
を
立
け
れ
は
、
絶
海

も
無
是
非
す
さ
ま
し
け

チ

キ

に
思
給

て
足
は
や
に
立
急
き
上
洛
あ
り
て
同
廿
八
日
、
義
弘
か
趣
具
二被
申
け
れ
ハ
、
「若
荒
説
に
て
も
や
と
思
食

つ
る
に
、
さ
て
は
野
心
治

一
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定
し
け
り
。
此
上
は
急
き
打
手
逢
可
被
向
」
と
て
管
領
先
管
領
以
下
大
名
と
も
被
召
て
御
評
定
あ
り
け
れ
は
、
此
事

洛
中

二
披
露
な
り
、
上

ノ

ヒ

下
万
民
み
な
思
々
に
用
意
仰
天
無

レ極
。
「何
日
京
都
に
可
責
上
」
な
と
荒
説
あ
れ

ハ
、町
々
に
木
戸
を
伝
、
或

ハ
女
房
を
輿
車

に
と
り
の
せ
、

或

ハ
資

財
雑
具
を
牛
馬
に
搦
付

て
辛
櫃
皮
子
色

々
に
所
も
な
く
そ
持
運
け
る
。
足
よ
ハ
と
も
引

つ
れ
て
醍
醐
山
科
嵯

峨
仁
和
寺
伏
見
深
草
藤

の
森

小
原
志
津
原
せ
れ
う
の
里
五
里
三
里
の
片
辺
に
思
々
に
忍
け
り
。
行
者
帰
者
引
き
ら
す
。
三
年
質

の
倉
ま
ほ
り

ハ
け
太
刀
片
鑓
さ
れ
具

足
流

ハ
て
た
る
ふ
る
ふ
た
を
手
鑓
を
く
り
て
責
出
し
、
呵
法

に
取
て
行
も
あ
り
。
還
而
路
次
そ
物
見
な
る
。
さ
て
打
手
を
そ
御
評
定
あ
り
け

る
。
「
卅
余
年
振
舞
所

の
武
威

ハ
偏

に
我
御
威
力
也
。
全
く
義
弘
か
力

に
あ
ら
す
。
縦
武
力
世

に
越
と
云
と
も
朝
敵
と
な
ら
は
何
程
の
事
か
あ

る

へ
き
。
.
異
国
に
蚩
尤
逆
を
成
し
黄
帝

の
位
を
う

ハ
〉
む
と
て
琢
鹿
の
野
と
云
所
に
て
相
戦
処

に
、
蚩
尤
霧
を
降
す
事
七
日
、
去
程
に
黄
帝

の
官
軍
方
角
を
失
け
る
に
、
黄
帝
の
臣
下
風
后
氏
と
云
者
指
南
車
と
て
南
を
指
車
を
作
て
四
方
を
お
さ

へ
、
其
戦

に
打
勝
て
蚩
尤
を
灘
し
国

ノ

ル

ヲ

ニ

ヒ

を
治
給

こ
と

一
百
年
、
又
唐
玄
宗
皇
帝
の
時
安
禄
山
逆
を
成
し
、
自
燿
武
皇
帝
と
替
尊
号
事
僅
二
年

に
し
て
其
子
慶

結
に
殺
さ
れ
ぬ
。
吾
朝

　
マ
マ
　

の
守
屋

ハ
仏
法
を
滅
し
王
法
を
断
せ
ん
と
せ
し
か
は
、
聖
徳
大
子
是
を
誅
伐
し
給
。
天
慶
康
和
の
逆
臣
、
何
も
誅
戮
せ
ら
れ
す
と
云
事
な
し
。

当
代

に
は
山
名
陸
奥
守
氏
清
か
謀
叛
、
こ
れ
を
対
治
せ
ら
れ
届
。
今
の
義
弘
も
さ
こ
そ
あ
ら
む
す
れ
」
と
て
皆
御
手
分
治
定
あ
り
。
先
細
河

右
京
大
夫
三
千
余
騎
、
京
極
治
部
少
輔
入
道

二
千
余
騎
、
赤
松
上
総
入
道
三
千
余
騎
、
都
合
其
勢
八
千
余
騎
、
十

一
月
八
日
、
淀
山
崎
よ
り

　

和
泉
国

に
発
向
す
。
同
八
日
、
御
所
東
寺
に
御
陣
を
召
さ
る
。
御
共
の
人
々
管
領
同
子
息
尾
張
守
先
管
領
同
子
息
左
衛
門
佐
吉
良
石
塔
渋
河

一
色
土

岐
佐
々
木
今
川
武
田
小
笠
原
富
極
河
野
を
始
と
し
て
都
合
其
勢
三
万
余
騎
、
東
寺
広
と
云
な
か
ら
内
外
近
辺
宿
も
な
く
四
条
五
条
に

及
ま
て
御
勢
共
そ
つ
か

へ
た
る
。
寄
手
陣

つ
め
遅
々
す
と
て
同
十
四
日
、
八
幡

に
御
陣
を
被
召
け
り
。
同
日
、
八
幡

よ
り
管
領
勉
管
領
を
始

と
し
て
都
合
其
勢
三
万
余
騎
、
和
泉
国
に
発
向
す
。
大
内
此
事
承
り
、
「御
所
已
御
動
座
あ
る
こ
そ
恐
な
れ
」
と
て
北

二向
て
礼
を
成
申
け
る

と
か
や
。
是
ま
て
は
君
臣
の
礼
を
存
け
る
に
や
、
哀

に
そ
覚
け
る
。
さ
て
大
内
、
「此
上

ハ
」
と
て
合
戦

の
様
評
定
し
け
る
に
、
新
介
、
「
此

間

ハ
随
分
教
訓
し
け
れ
と
も
無
承
引
上
は
、今
更
捨
て
の
く

へ
き
に
は
非
」と
て
評
定

の
末
席
に
出
て
申
け
る
ハ
、
「先
河
内
の
嵩
山
を
打
聖
東

条
土
丸

の
辺
を
陣
に
取
て
和
泉
紀
伊
国
を
管
領
せ
は
、
五
年
十
年
な
り
と
云
と
も
御
方

つ
ま
る

へ
か
ら
す
。
堺
の
浦
清
水
の
浦
中
国
の
船
の

「
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通
路
も
便
あ
る

へ
し
」
と
申
け
れ

ハ
、
杉
豊
後
入
道
進
出
て
、
「軍

ハ
勝
ん
と
て
其
気
進
み
、
軍
負
む
と
て
ハ
必
其
気

退
く
。
さ
れ

ハ
先
す
る

時
は
人
を
制
し
、
後

に
す
る
時
は
人
に
制
せ
ら
る
と
こ
そ
申

せ
。
堺
の
浦
に
落
体
に
て
尼
崎

に
取
あ
か
り
、
其
よ
り
八
幡
の
御
陣
に
か

〉
り

て
思
様

に
合
戦
し
て
勝
負
を

一
時
に
可
決
」
と
申
け
れ

ハ
、
平
井
本
よ
り
此
謀
反
無
益
の
事
と
頻

に
諌
け
る
者
な
れ

ハ
、
「城
を
構

へ
他
国
を

打
取
ら
は
、
の
こ
る
籌
策
も
あ
る

へ
か
ら
す
。
此
ま

〉
に
て
こ
そ
後
訴
も
あ
ら
ん
す
れ
」
と
心
中

に
思
け
れ

ハ
、
「海

上
の
事
片
時
も
風
波
難

測
。
又
堺
打
捨
て
出

て
ハ
和
泉
紀
伊
国
の
国
人
皆
京
の
御
方

へ
可
参
。
然
は
御
方

ハ
弥
御
勢
す
き
、
御
所
勢

ハ
弥
重

な
る

へ
し
。
多
勢
に
無

ノ

ニ
ハ

ノ

勢
不
可
叶
。
天

の
利

ハ
不

ニ
レ
如
地
利

一
、
地
利

ハ
人

の
和
に
ハ
不
如
と
て
険
阻
の
城
を
構
ん
よ
り

ハ
人
を
利
せ
よ
と
こ
そ
見

へ
て
候

へ
。

　
と
　

此
所
は
当
方
の
管
領
□

し
て
非
義
を
致
さ
〉
る
間
、
土
民
も
悦
の
眉
を
開
て
聊
も
御
方
を
背
心
あ
る

へ
か
ら
す
。
其

上
兵
糧
材
木
多
き
所
な

(
マ
マ
V

れ
は
、
思
様
に
要
害
を
構

へ
し
。
他
国
の
城
を
打
取
ら
は
手
者
を
も
可
拔
。
大
事
の
前

の
少
事
に
人
力
を
尽
さ
む
事

も
無
益
也
」
と
申
せ
は
、

大
内
此
儀
に
同
し
、
軈
材
木
を
集
め
数
百
人
の
番
匠
を
以
種
々
の
工
を
尽
し
て
勢
楼
四
十
八
矢
櫓

一
千
七
百
、
東
西
南

北
各
十
六
町
、
魚
鱗

鶴
翼
の
陣
を
張
け
る

ハ
、
蜀

の
諸
葛
亮
か
呉
国
を
打
取
ら
む
と
て
江
に
よ
て
天
地
風
雲
飛
龍
翔
鳥
虎
翼
蛇
蟠
の
八
陣

を
造
し
も
是
に
は
過
と

そ
見

へ
け
る
。
大
内
城
の
体
打
廻
て
見
て
、
「此
内

に
手
者
五
千
余
騎

ハ
籠
た
る
ら
む
。
縦

一
万
騎
と
云
と
も
、
な
し

か
は
被
破

へ
き
」
と
て

悦
け
る

か
、

「乍
去
今
度
の
義
兵

ハ
日
比

の
本
意
に
あ
ら
す
。
引
替
て
不
慮

に
出
来
す
る
事
也
。
閑
に
事
の
子
細
を
案

す
る
に
、

一
旦
の
恨

を
以
て
御
所
の
高
恩
を
奉
忘
か
と
天
の
責
不
可
逃
。
運
命

こ
〉
に
尽
ぬ
る
上

ハ
打
死
せ
ん
事

一
定
也
」
と
て
日
来
帰
依

の
僧
を
請
し
葬
礼
の

儀
を
調

へ
、
七
々
日
の
仏
事
以
下
慇
懃
に
沙
汰
之
。
七
旬

に
余
老
母
の
周
防
に
有
け
る
に
も
色
々
の
形
見
に
文
を
そ

へ
、
「定
な
き
世
の
お
く

　
の

れ
先
た

つ
道
芝

の
露
の
命
の
消

て
も
残
水
茎

の
跡
に
と
〉
ま
る
母
の
≧
涙
川
、
淵

ハ
瀬

に
な
る
習
を
も
如
何

〉
ハ
せ
ん
」
と
書
遣
て
、
又
舎

弟
六
郎

に
同
形
見
に
文
を
そ

へ
、
「此
方
の
合
戦

ハ
と
も
か
く
も
あ
れ
、
其
方

の
国
々
堅
く
可
持
」
之
由
申
遣
け
る
と
か
や
。
又
相
随
者
も
各

父
母
妻
子
に
形
見
を
遣
し
、
皆
打
死
の
用
意
を
し
、
殺
人
刀
活
人
剣
の
公
案
を
心
に
逼
塞
す
る
者
も
あ
り
、
或

ハ
利
剣

即
是
弥
陀
号
の
案
心

を
守
者
も
有
け
り
。
さ
て
大
内
、
「今
生
の
思
出

に
」
と
て
千
句

の
連
歌
を
し
百
首
の
和
歌
を
読
、
内
の
者
共

に
も
、

「最
後
の
遊
を
せ
よ
」

と
て
酒
宴
乱
舞
日
夜
不
絶
。
さ
る
ほ
と
に
京
勢
時
日
を
廻
さ
す
南
北
の
三
方
に
陣
を
張
、
西

へ
は
四
国
淡
路
の
海
賊

百
余
艘
の
舟

に
て
つ
め

【
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寄
た
り
。
何
か
し
た
り
け
ん
、

一
首

の
歌
を
書
て
城
の
き
わ
に
そ
立
た
り
け
る
。

陣
取
を
思
立
け
る
大
内
こ
そ
我

い
き
し
に
の
堺
な
り
け
れ

　
ン
カ

　

　に

カ
　

大
内
、

「今

ハ
諸
方
を
か
□

へ
て
何
□

か
せ
ん
」
と
て
杉
九
郎
次
郎
二
百
余
騎
、
森
口
の
城
に
て
今
川

の
上
総
入
道
結

城
越
後
入
道
と
日
々
に

矢
軍
有

て
支
た
り
け
る
も
呼
と
り
、
守
主
山
に
杉
備
中
か
有
け
る
を
も
堺

に
呼
返
し
、
コ

所
に
成
て
ひ
と

へ
に
打
死
せ
む
」
と
そ
出
立
け
る
。

、

　

さ
て
打
手
の
評
議
に
ハ
、
「
是
程
の
平
城
只

一
束
に
責
落
す

へ
し
」
と
て
十

一
月
廿
九
日
、
卯
刻
よ
り
押
寄
て
御
方
三
万

。
騎
鐐
楯
の
板
を
た

〉

き

一
度

に
時
を
作
れ
は
、
城
内

に
も
五
千
余
騎
大
鼓
を
打
矢
櫓
か
い
た
て
を
た

》
き
時
の
声
を
合
す
。
敵
御
方
の
時

の
声
天
地
も
響
き
山
海

も
破

か
と
覚
た
り
。御
方
四
方
よ
り
我
先
に
破
ら
む
と
責
け
れ

ハ
城
中
の
四
方
の
矢
櫓
よ
り
究
竟

の
強
弓
精
兵
さ
し

つ
め
引

つ
め
散
々
に
射
、

或

ハ
石
弓
を
放
け
り
。
爰
に
管
領
の
手
二
千
余
騎
北
の
方

の

一
二
の
木
戸
を
責
破
て
已
二
三
の
木
戸
を
破
ら
む
と
手

い
た
く
戦
間
、
遊
佐
を

始
と
し

て
手
負
七
百
余
人
難
儀

に
及
け
る
に
、
遊
佐
手
負
な
か
ら

一
足
も
退
か
す
、
な
を
敵

の
中
に
走
入
打
死
せ
む
と
し
け
れ
は
、
管
領

の

子
息
尾
張
守
、
「遊
佐
討
す
な
」
と
て
懸
入
、
命
を
惜
ま
す
責
戦
。
卯
時
よ
り
戌
時
ま
て
戦
け
る
処
に
山
名
右
衛
門
佐
入
道
同
民
部
少
輔
を
始

と
し

て

一
門
五
百
余
騎
管
領
の
手
に
入
か

へ
て
散

々
に
戦
ふ
。
城
中
よ
り
杉
豊
後
同
備
中
野
上
の
豊
前
を
先
と
し
て
五
百
余
騎
切
て
出
て
向

敵
を
追

し
さ
ら
か
す
処
に
、
山
名
民
部
少
輔
兄
弟

二
人

一
足
も
退
か
す
城
中
に
か
け
入
、
敵
あ
ま
た
打
取
て
散
々
に
戦
ふ
。
是
を
見
て

一
門

ひ

五
百
余

騎
民
部
少
輔
を
打
せ
し
と
切
て
入
、
敵
御
方
乱
合
ヒ
、
先
陣
う
た
る
れ
ハ
後
陣
後
を
踏
踰

へ
飛
こ
へ
火
出
ほ
と
そ
戦
け
る
。
大
内
其
日

　ゑ
　

は
白
綾
威

の
腹
巻
に
甲
を
は
ぬ
き
下
人
に
も
た
せ
鴾
毛
な
る
馬
に
金
福
輪
の
鞍
お
き
て
乗
り
、
二
尺
七
寸
の
金
作

の
太
刀
を
は
き
太
刀
長
刀

も
ち
四
方

の
戦
下
知
し
て
か
け
ま

ハ
り
け
る
か
、
「
こ
〉
こ
そ
手

い
た
き
合
戦
な
れ
」
と
て
二
百
余
騎
を
以
て
合
力
す

る
処
に
、
伊
勢
国
司
北

畠
の
源
大
納
言
同
子
息
新
少
将
其
勢
三
百
余
騎
に
て
山
名
と

一
所
に
て
此
手
を
切
退
く
。
城
中
に
乱
入
ら
む
と
て
命

を
す
て
〉
切
入
処

二
敵

手
強
フ
闘
間
、
北
畠
少
将
を
始
と
し
て
手
負
打
死
数
十
人
京
極
六
角
は
東
を
破
ら
む
と
新
介

か
手
に
渡
合
ヒ
責
戦
処

二
、
小
笠
原
二
百
余
騎
是

も
新
介

か
手

に
も
み
あ

ハ
せ
卯
時
よ
り
夜
半
に
至
ま
て
四
方
す
き
も
な
く
戦
問
、
敵
御
方
手
負
死
人
幾
千
万
と
云
数

を
知
ら
す
、
偏

に
帝
尺

修
羅
の
戦
と
そ
見

へ
た
り
け
る
。
互
に
人
馬
の
息
も
尽
ぬ
れ
は
各
本
陣

二
引
退
く
。
城
中

の
事

ハ
み
ね

ハ
し
ら
す
、

翌
日
或
杉
輿
に
の
せ
或

一
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馬
に
縛
ヒ
付
手
負
と
も
帰
道

々
に
充
満
、
其
数
を
し
ら
す
。
土
岐
宮
内
少
輔
入
道
大
内

に
同
心
し
て
尾
張
国
に
打
入
地
下
の
者
と
も
相
催
シ
、

程
な
く
七
百
余
騎

に
成
ぬ
れ
は
美
濃
の
長
森

に
打
越
処
二
、
池
田
の
す

ハ
ら

一
所
に
馳
加
る
。
土
岐
美
濃
守
和
泉
の
陣

に
あ
り
け
る
か
、
此
事

を
聞
急
き
馳
下
て
時
刻
を
不
廻
押
寄
る
。
宮
内
少
輔
す

ハ
ら
相
共
に
美
濃
守

に
戦
け
る
か
、
宮
内
少
輔
打
負

て
又
長
森

に
立
籠
る
。
美
濃
守

頭
あ
ま
た
取
て
八
幡

の
御
陣

へ
進
け
る
と
か
や
。
又
山
名
陸
奥
守
か
嫡
子
宮
田
、
「時
を
得
た
り
」
と
是
も
大
内
に
同
心
し
て
丹
波
国
名
字

の

宮
田

二
打
入

ル
。
其
よ
り
都

へ
打
の
ほ
り
京
中
を
焼
払
ひ
八
幡
の
御
陣
に
懸
て
、
「亡
父
の
本
意
を
遂

へ
し
」
と
て
三
百
余
騎
に
て
追
分
ま
て

そ
打
越
け
る
。
小
番

の
衆
二
頭
を
八
幡
の
御
陣
よ
り
被
向
け
れ

ハ
、
軈
て
両
陣
を
張

リ
待
懸
た
り
。
荻
野
の
源
左
衛
門
先
陣
に
て
佐
々
木
の

小
原

か
陣
に
か
〉
り
て
た

〉
か
ふ
。
小
原
小
勢
な
り
け
れ
と
も
命
を
す
て
〉
戦
ふ
間
、
源
左
衛
門
を
始
と
し
て
四
十
余
人
打
取
。
宮
田
、
「本

よ
り

一
家
の
事
也
。
敵
に
は
何
を
か
さ
く

へ
き
」
と
て
大
館
か
陣
に
懸
る
。
宮

の
上
野

ハ
、
「大
将
宮
田
を
打
取
ら
む
」
と
て
敵
の
中
に
破

て

い
る
。
落
合
物
七
八
人
打
取
て
な
を
敵
の
中

へ
懸
入
て
散
々
に
戦
ひ
、
思
ふ
敵
あ
ま
た
打
と
り
打
死
し
け
り
。
さ
る
ほ
と
に
今
川
の
奈
古
屋

是
を
見
て
大
勢

の
中

に
破
て
い
り
責
戦
ふ
程

に
、
馬
の
太
腹
射
さ
せ
て
か
ち
立
に
成
て
向
ふ
敵
十
余
人
打
取
、
鎧
武
者
を
も
引
寄

一
丈
二
丈

な
け
こ
ろ
す
。
後

に
は
太
刀
を
も
打
折
け
れ

ハ
刀
は
か
り
に
て
散
々
に
振
舞
け
る
か
、
さ
す
か
あ
ま
た
深
手
負
ひ
具
足

ハ
も
た
す
力

つ
よ
し

と
い

へ
と
も
あ
ま
た
落
合
け
れ
は
討
け
り
。
遠
江
国
住
人
勝
真
田
の
遠
江
守
よ
き
敵
二
人
打
取
、
頸
を
は
鞍
の
し
ほ
て
に
付
て
是
も
奈
古
屋

と

一
所
に
打
死
せ
む
と
て
其
処

に
馳
入
、
散

々
に
振
舞
て
討
死
す
。
宮
田
人
馬
の
息
を
つ
か
せ
む
と
て
引
返
せ
は
、
御
方
も
本
陣
に
引
帰
。

京
極

五
郎
左
衛
門
是
も
大
内
と
内
通
し
て
近
江
国
に
打
越
甲
良

ノ
庄

へ
打
入
て
散
々
に
焼
払
、
地
下
の
者
を
そ
従

へ
け
る
。
近
辺
乱
妨
野
武

士
共
責
出
し
二
百
余
騎
に
成
に
け
り
。
三
井
寺

の
衆
徒
に
被
仰
け
れ
は
、
甲
五
百
余
に
て
勢
多

へ
打
向
ひ
橋
を
引
て
待
懸
た
り
。
五
郎
左
衛

門
軈

て
勢
多

へ
打
越
け
る
か
、
三
井
寺
の
衆
徒
相
支
た
り
と
聞
て
昔
の

一
来
法
師
筒
井
の
浄
妙
な
ん
と
か
事
を
思
出

て
こ

ハ
く
や
お
も
ひ
け

ん
、
守
山
に
引
か

へ
し
た
り
。
京
極
和
泉

の
陣
に
つ
め
た
り
け
る
か
、
是
を
き

〉
暇
を
申

に
及

ハ
す

一
千
余
騎
に
て
近
江
国
に
打
越
る
。
笠

き
の
物
共
申
け
る
は
、
「既
陣

に
取
向
ふ
。
縦
上
意
と
し
て
罷
向

へ
し
と
被
仰
と
い
ふ
と
も
、
五
郎
左
衛
門
程
の
者

一
人
何
事
を
か
し
出
候

へ

き
」
と
申
て

一
族
ひ
と
り
に
三
百
騎
は
か
り
相
副
差
遣
て
我
身

ハ
大
事
の
敵
目
に
か
け
陣
に
取
向
間
、
「罷
立

へ
か
ら
さ
る
よ
し
申
さ
は
、
如
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何
に
弓
矢
の
道
に
も
道
理
に
も
叶

ハ
む
」
と
そ
申
け
る
。
さ
て
勢
多
橋
を
懸
さ
せ
守
山
に
打
越
処

に
大
勢
に
て
被
押
懸
、
五
郎
左
衛
門
小
勢

に
て
叶

ハ
し
と
や
思
け
ん
、
土
岐
宮
内
少
輔
と

一
所

に
成
ん
と
て
美
濃

へ
越
け
る
処

に
、
垂
井
の
土

一
揆
お
こ
り
合

て
取
籠
散
々
に
打
散
し

主
従
五
六
騎
命

ハ
か
り
た
す
か
り
て
行
方
知
す
落
に
け
り
。
去
程
に
堺
の
城

に
は
勝
軍
し
た
り
と
て
弥
気

に
乗
け
り
。
京
勢

ハ
、
「先
度
の
合

戦
城
責
の
用
意
無
し
て
余

に
敵
を
安
平
に
し
て
多
の
人
を
損
た
り
。
今
度

ハ
能
々
責
旦
ハ足
陣
々
用
意
を
致
さ
は
何
程

の
事
か
有

へ
き
」
と
て

勢
楼

大
三
毬
打
を
作
り
立
て
城
を
焼
か
む
と
の
工
な
り
。
東
方

ハ
深
田
な
り
け
れ
ハ

一
色
今
川
の
両
手

ハ
直
に
城
に
責
入
ら
む
と
う
め
草
を

ナ
ニ

切
こ
み
路
を

つ
く
ら
せ
思
々
の
用
意
と
も
あ
り
。
さ
て

「今
度
の
合
戦
何

こ
と
か
有

へ
き
」
と
先
立
の
手
い
た
さ
に
諸
人
手
を
そ
奉
け
る
。

十

一
月
十
九
日
夜
半

に
伊
勢
太
神
宮
外
宮
の
高
宮
振
動
あ
り
て
西
に
向
て
鏑
矢
を
放
声
三
度
き
こ
え
け
る
を
、
神
人
等
慥
に
是
を
承

ハ
る
。

「
弘
安

の
蒙
古
襲
来

の
時
も
此
御
神
殿
よ
り
鏑
矢
出
て
軈
蒙
古
対
治
せ
ら
れ
け
れ
は
、
憑
敷
御
事
な
り
」
と
そ
古
老

の
神
人
共
申
合
け
る
。

同
夜

八
幡
振
動
あ
り
て
其
声
南
を
指

て
鳴
渡
た
り
け
り
。
又
北
野
の
御
霊
、
南
を
指
て
御
飛
あ
り
。
同
き
夜
吉
祥
院
の
宝
殿
振
動
お
ひ
た
〉
し

く
し
て
大
鼓

つ
〉
み
の
こ
ゑ
あ
り
け
れ

ハ
、
番

の
宮
仕
驚
あ
か
り
て
拝
見
す
れ

ハ
、
光
物
あ
ま
た
御
殿
よ
り
出
け
り
」
と
そ
申
す
。
「所
々
の
霊

験
異
他

な
り
、
此
度

の
合
戦
軈
落
居
、
大
内
被
誅
ぬ
」
と
人
々
申
合
け
る
。
さ
て
御
祈
濤
処
々
に
有
け
る
に
、
青
蓮
院
宮
鞍
尉
寺
に
於
て
四
天

　
マ
マ
　

王
の
法
を
修
せ
ら
る
。
「昔
よ
り
此
法
を
修
せ
ら
る
〉
時
凶
徒
対
治
な
し
と
云
事
な
し
。
近
比

ハ
土
岐
御
対
治
の
時

此
法
を
被
行
、
弟
五

(
マ
マ
V
箇

箇
日

め
に
美
濃
国
破
れ
御
対
治
落
居
了
。
又
山
名
の
陸
奥
守
か
時
同
く
此
法
を
被
行
。
冥
慮

に
や
依
け
ん
、
弟
。
日
め
京
都
に
乱
入
被
討
畢
。

今
度
代

々
の
佳
例
に
任
て
青
蓮
院
鞍
馬
寺

に
御
参
籠
決
定
修
申
に
落
居
し
ぬ
」
と
そ
申
け
る
。
去
程
に
合
戦
日
を
定
け
る
に
、
「甚
雨
に
依
て

焼
草
不
可
叶
」
と
て

一
両
度
延
引
し
け
り
。
重
て
十

二
月
廿

一
日
に
日
次
治
定
し
て
卯
時
よ
り
時

の
声
を
作
り
矢
合
し
て
四
方
同
時
に
責
入

を

処
に
、
折
節
大
風

ハ
け
し
く
し
て
大
三
毬
打
に
火
を
付
て
城
中
の
矢
櫓

に
方
々
よ
り
た
ほ
し
か
け
け
れ
は
四
方
よ
り
焼
入
け
る

ハ
、
譬

ヘ
ハ

ミ
へ

大
唐

の
周
瑜
と
曹
操
と
赤
壁
と
云
所
に
て
戦
け
る
に
、
周
瑜
か
方
に
黄
蓋
と
云
者
謀
と
し
て
千
余
艘

の
舟
に
枯
た
る
柴
を
積
油
を
そ

〉
き
火

を
付

て
東
南

の
風

ハ
け
し
き
に
此
舟
を
出
し
け
れ
は
、
矢
を
射
こ
と
く
に
岸
な
る
曹
操
か
陣
に
懸
て
船
中

の
柴
焼
け
る
。
火
陣
に
飛
散
て
人

馬
多
く
焼
け
れ
は
軍
兵
あ

ハ
て
さ

ハ
き
け
る
に
、
陸
よ
り
周
瑜
か
兵
懸
て
曹
操
か
軍
を
破
け
ん
も
か
く
や
と
そ
見

へ
た
り
け
る
。
爰

に
杉
備

一67一



中
入
道

、
「今
日

ハ
定
て
京
兆
打
死
せ
ら
れ
ん
す
ら
む
。
本
よ
り
約
束

の
事
な
れ

ハ
京
兆
入
道
打
死
の
後
、
豊
後
守

ハ
可
打
死
。
さ
ら
ん
に
取

て
ハ
我

ハ

一
番
に
打
死
せ
む
」
と
て
北
陣
に
有
け
る
山
名
民
部
少
輔

か
手
に
押
懸

て
散
々
に
戦
て
十
余
人
打
取
。
今
日
を
前
途

の
合
戦
な
れ

ハ
竪
さ
ま
横
さ
ま
く
も
て
十
文
字
に
向
ふ
敵
を
悦
て
切
て
ま

ハ
り
け
る
か
、
さ
す
か
手
あ
ま
た
負
ひ
、
「今

ハ
か
う
」
と
思
ひ
大
音
揚
て
、
「大

内

の
左
京
権
大
夫
入
道
か
内

に
杉
備
中
守
と
て

一
人

の
当
千
の
兵
そ
や
。
我
と
思

ハ
む
者

ハ
打
取
て
高
名
せ
よ
」
と

て
大
勢
の
中

に
破
て
入

る
。
卅
余
騎
わ
た
り
あ
ひ
備
中
を
取
籠
責
戦
ふ
。
備
中
敵
五
人
に
手
負
せ
、
や
庭
に
三
人
打
取
て
打
死
す
。
富
田
の
尾
張
守
備
中
打
死
し
た

　
に
　

り
と
聞

て
大
内
□
馳
寄
せ
申
け
る
。
「備
中
を
始
と
し
て
宗
と
の
者
あ
ま
た
打
死
し
候
ぬ
。
合
戦
難
儀
に
及
ふ
。
夜

に
入
て
舟
に
て
御
落
あ
り

ツ

て
中
国

に
御
帰
あ
り
て
時
を
待
て
本
意
を
御
遂
あ
る

へ
し
」
と
云
け
れ
は
、
「我
由
な
き
物

に
す
,〉
め
ら
れ
此
事
を
思
立

。運
の
尽
ぬ
る
上

ハ

何
匪
か
遁
へ
き
・
さ
る
た
め
し
あ
り
・
楚
項
羽
四
+
万
騎
の
軍
兵
を
領
し
力
抜
レ貼
気
蓋
ぜ

穫
の
威
勢
也
け
る
か
・
漢
高
祖
と
天
下
を
争
ひ

チ

八
箇
年

の
中
に
七
十
余
度
の
合
戦
に

一
度
も

。
負
さ
り
け
る
に
、
最
後
に
垓
下
と
云
所

に
て
軍
破
て
項
羽

二
相
従
者

わ

つ
か
に
廿
八
騎
あ
り

け
る
に
、
漢
の
兵
五
千
騎

に
て
追
懸
た
り
・
爰
・
『鳥
江
亭

の
長
船
を
用
意
し
て
此
江
を
渡
る

へ
し
・
此
江
を
渡

匯

江
東
重

に
わ
た
ら

　　
カ
　

　ロ　

む
』
と
申

せ
は
、
項
羽
咲
て
云
、
『天
□
日
]

す
。
今

ハ
何
か
遁

へ
き
。
戦
の
手
に
懸
て
も
何
か
せ
ん
』
と
て
、
『漢

王
我
頸
を
千
金
色
万
戸

　
け
　

に
か

へ
ん
と

い
ひ
な
れ

ハ
汝
に
与
ん
』
と
て
自
頭
を
切
、
亭
長
に
与

へ
け
る
と
か
や
。
我
も
思
様
に
打
死
し
て
名
を
後

代
に
あ
け
ん
と
思
た

り
」
と

て
備
中
か
打
死
し
た
り
け
る
北
の
陣
に
か

〉
る
処
に
、
先
管
領
同
修
理
大
夫
入
道
も
城

へ
切
て
入
、
散
々
に
戦

ふ
。
大
内
最
後

の
合
戦

ヒ

と
思
け
れ

ハ
身
を
も
惜
す
、
北
よ
り
南
に
懸
入
西
よ
り
東

へ
わ
り
て
出

つ
。
好
長
太
刀
持
ま

〉
に
四
方
八
方
を
払
、
兵

法
の
手
を
尽
し
て
戦

　と

カ
　

ヒ

ふ
。
向
敵
を
の
か
す
事
な
し
。
修
理
大
夫
入
道
左
衛
門
佐
是
を
み
て
大
内
を
打
取
ら
む
と
進
ミ
け
る
処
に
、
甲
斐
兄
弟
大
内
□
渡
合
戦
け
る

　に

カ
　

か
、
甲
斐
大
内
か
内
甲
を
こ
み
け
る
□
軍
の
下
知
に
物

い
ひ
に
く
か
る

へ
し
」
と
て
酳
宛
を
せ
さ
り
け
る
ほ
と
に
鼻

口
二
所
手
負
け
れ
と
も

散
々
に
戦
処
、に
、
野
上
の
豊
前
陶
山
の
佐
渡
同
掃
部
を
先
と
し
て
十
余
人
落
あ
ひ
敵
を
追
し
さ
ら
か
し
又
管
領
の
手

に
懸
て
合
戦
し
け
る
に
、

大
内
か
若
党
紀
伊
国
住
人
富
田
と
云
者
此
二
三
日
の
ほ
と
に
管
領
の
手
に
降
参
し
た
り
け
る
か
、
「是
こ
そ
大
内
に
て
候

へ
」
と
尾
張
守

に
告

け
れ

ハ
、
「
さ
ら
は
打
取
ん
」
と
て
尾
張
守
二
百
余
騎
に
て
懸
入
け
り
。
尾
張
守
を
目
に
か
け
、
卅
騎
は
か
り
に
て
懸
合

て
散
々
に
戦
ふ
。
敵

一
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御
方

ハ
知
ら
す
、
や
に
わ
に
死
す
る
者
百
余
人
、
大
内

か
後
に
引
か

へ
た
り
け
る
国
人
二
百
余
騎
本
よ
り
内
通
し
た
り
け
れ

ハ
、
管
領
の
手

に

一
所
に
な
る
・
大
内
是
を

匯

大
に
怒
て
・
百

本

一
の
云
甲
斐
な
し
と
も

天

も
の
か
贋

き
そ
」
と
云
て
例
の
長
太
刀
打
振
て

　
マ
マ
　

懸
れ
は
、
二
百
余
騎
大
内

一
人
か
威
勢
に
恐
れ
足
も
た
め
す
三
町
は
か
り
そ
逃
退
く
。
た
と

ヘ
ハ
師
子
忿
て
吼
時

ハ
百
千
の
獣
お
の
〉
き
逃

く
る
も

か
く
や
と
そ
ミ

へ
た
り
け
る
。
大
内
な
を
尾
張
守
を
打
取
ら
む
と
切
て
か
〉
る
。
尾
張
守
百
余
騎
に
て
大
内

を
取
こ
め
責
戦

ふ
。
大

や

う

内
に
相
従
者
十
余
人
あ
り
け
る
か
み
な
深
手
負
、
引
退
て
残
と
〉
ま
る
物
と
て

ハ
森
の
民
部
丞
也
。
民
部
思
け
る

・
は
、
「日
比
に
か

ハ
り
大

将
に
は
な
れ
ぬ
者
と
も
思
々
心
々
に
打
死
す
。
弓
箭
取

ハ
前
途
の
高
名
を
し
た
れ
と
も
最
後
の
死
場
わ
う
け
れ
ハ
名

を
失
事
也
。
我

に
於

ハ

大
将
を
離
す
し
て
其
前
に
て
打
死
せ
ん
と
て
命
を
す
て
名
を
後
代
に
あ
け
ん
」
と
大
将

の
前
に
塞
る
。
大
内

ハ
民
部

を
討
せ
し
と
向
敵
を
そ

は
よ
り
切
て
お
と
す
。
民
部

ハ
大
内
を
討
せ
し
と
前
に
進
て
戦
け
り
。
尾
張
守
是
を
み
て
、
「
と
く
討
取
」
と
そ
下
知

し
け
る
。
民
部
涙
を
な

へ

か
し
申

け
る
は
、
「御
内

の
者
五
六
千
騎
も
候
ら
ん
に
、
今

ハ
た
〉

一
人
御
前
に
て
打
死
仕
ら
む
事
、
冥
土
の
訴
契

の
ほ

と
こ
そ
う
れ
し
け
れ
」

と
の

〉
し
り
て
終
に
打
死
し
た
り
け
り
。
大
内
、
「今

ハ
か
く
そ
」
と
云
儘

に
大
勢
の
中

に
懸
入
て
尾
張
守
に
目
を
懸

て
切
て
ま

ハ
る
風
情

ハ
、

樊
会
張
良
も
争
か
是

に
は
ま
さ
る

へ
き
と
そ
見

へ
け
る
。
又
尾
張
守
馳
合
て
攻
戦

ふ
処
に
、
大
内
さ
す
か
深
手
あ
ま
た
負

ひ

一
日
の
戦

に
力

も
尽

ぬ
れ
は
、
「今

ハ
か
う
」
と
思
大
音
あ
け
て
、
「
天
下
無
双
の
名
将
大
内
左
京
権
大
夫
を
打
取
て
御
所
の
御
目
に
か
け
よ
」
と
て
遂

に

尾
階

臣

合
て
打
死
す
・
や
か
て
尾
張
守
頸
を
と
る
・
豊
後
入
匯

□

方
を
思
て
合
戦
し
け
鹸

尤
内
打
死
す
と
聞
て
・
「Aス

爰
に
て
戦

て
何
に
か
せ
ん
。
大
将

の
打
死
の
所

に
て
我
も
打
死
せ
む
」
と
て
北
の
陣
の
大
勢

の
中
に
わ
て
入
向
ふ
敵
六
七
人
切

て
落
し
、
大
力
の
剛

の

者
の
命

を
惜
す
大
長
刀
打
振
て
か
〉
り
け
れ

ハ
、
嵐

に
木
の
葉
の
散
様
に
二
百
余
騎
二
町

ハ
か
り
引
退
く
。
さ
れ
と
も
山
名

の
入
沢
同
草
山

　
さ
カ

　

二
人

ハ
一
足
も
不
退
、
「豊
後
を
打
取
む
」
と
太
刀
の
き
□
き
を
並
て
か
〉
る
。
豊
後
、
「
よ
き
敵
」
と
悦
て
散
々
に
戦
け
る
か
、
前
に
進
草

山
を
切

て
落
し
け
れ
ハ
、
入
沢
大
刀
を
は
な
け
す
て
豊
後

に
押
並

へ
て
く
ま
む
と
懸
処
を
、
豊
後
す
き
を
あ
ら
せ
す
長

刀
に
て
こ
み
け
る
か
、

　
に
カ
　

鎧
の
胸
板
か
け
す
後

へ
つ
き
と
を
し
け
れ

ハ
、
入
沢
豊
後
か
腹
巻

の
袖
を
引
寄
刀
□

て
豊
後
を
さ

〉
む
と
す
。
豊
後

守
よ
り
こ
み
た
る
長
刀

を
は
ね

け
れ
は
二
丈
許
な
け
ら
れ
て
、
や
庭
に
死
す
。
豊
後
な
を
大
勢

の
中
に
破
て
入
散
々
に
戦
け
る
か
、
深
手
十
余
箇
所
に
負
ひ
、
「今

ハ
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叶

ハ
し
」
と
思
大
音
揚
て
、
「日
本

一
の
大
剛
の
者
大
内
京
兆
入
道
内
杉
の
豊
後
入
道
そ
。
我
と
思

ハ
む
者

ハ
打
取

て
弓
矢
の
思
出

に
せ
よ
」

と
て
大
勢
の
中

に
破
て
入
打
死
す
。
南
の
方

ハ
細
川
赤
松
手
い
た
く
戦
間
、
厳
島
の
神
主
、
「叶

ハ
し
」
と
思
て
降
参

し
け
れ

ハ
、
南

の
手
も

破
て
思

々
に
打
死
す
る
者
も
あ
り
、
腹
切
者
も
有
け
り
。
さ
れ
と
も
新
介
か
固
た
り
け
る
東
方

ハ
難
所
に
て
左
右
な
く
被
破
す
、

一
色
今
川

両
手

に
合

て
攻
戦
。
今
川
上
総
入
道
、
「此
方

ハ
本
よ
り
城

一
の
難

[
H
H
H
H
凵
つ
〉
功
を
可
成
」
と
て
懸
入
け
れ

ハ
、
嫡
子
五
郎
同

[
口

口
H
]
と
し
て
二
百
余
騎
入
替
い
れ
か
へ
打
つ
打
れ
つ
火
出
ほ
と
に
そ
戦
け
る
。
一
色
左
京
大
夫
入
道
同
子
息
右
馬
頭
其
勢
五
百
余
騎

是
も
東

方
に
て
戦
け
る
か
、
左
京
大
夫
入
道
、
「
此
手
只

一
度
に
攻
破
ら
む
」
と
て
ぬ
け
懸
し
け
れ
は
、
右
馬
頭
を
始

と
し
て
五
百
余
騎

つ
〉

き
て
懸
入
責
戦
処

に
、
山
徒
杉
生
円
明
二
百
余
騎
に
て
馳
加
り
散
々
に
戦
ふ
。
新
介
か
手
五
百
余
騎

一
色
今
川
山
徒
等
か
手
に
合
て
入
乱
て

'戦
ふ
。

二
百
余
人
打
死
す
。
新
介
申
け
る
は
、
「京
兆
既
打
死
す
る
上

ハ
今

ハ
腹
切
ん
」
と
し
け
れ
は
、
相
従
者
三
百
余
人
、
「我
も
く

」

と
具
足

ぬ
き
を
き
腹
き
ら
む
と
す
る
に
、
平
井
新
介
か
刀
を
を
さ

へ
申
け
る
は
、
「京
兆
打
死
の
上

ハ
尤
御
腹
を
召
さ
る

へ
き
条
、
其
理
あ
り
。

　　
　

乍
去
今

度
の
事
巡
儀

の
合
戦
に
あ
ら
す
、
朝
敵
と
な
れ
り
。
本
よ
り
本
意
と
も
思
食
さ
れ
ぬ
謀
反
な
り
。
な
に
か
は
苦
か
る

へ
き
。
御
降
参

あ
る

へ
し
。
命

ハ
義

に
依
て
軽
と
こ
そ
申
て
候

へ
」
と
涙
を
な
か
し
て
申
け
れ
は
、
「降
参
と
云
事

ハ
我
家

の
疵
な
る

へ
し
」
と
云
て
已
二
腹

に
刀
を
さ
し
あ

つ
る
処
に
、
重
て
取
つ
き
平
井
種
々
に
申
け
れ
は
無
力
、
「降
参
す

へ
し
」
と
て
平
井
か
諌
言
に
そ
従
け

る
。
三
百
余
騎
、
「此

上

ハ
」
と
て
降
参
す
。
楠
木
二
百
余
騎
尚
相
戦
け
る
か
、
「新
介
降
参
す
」
と
聞
て
、
「今

ハ
腹
切
に
及

ハ
す
。
降
参

も
無
益
な
り
」
と
て
大

　　
　

和
路

に
か
〉
り
て
落
行
け
り
。
菊
地
の
肥
前

ハ
自
称
に
も
似
す
、
打
死
も
せ
す
し
て
行
方
知
す
落
失
ぬ
。
さ
る
ほ
と
に
城
に
は
□
櫓
勢
楼
よ

り
烈
き
風
に
火
飛
ま
ハ
叺

堺
一
万
[

口

凵

至
ま
三

宇
も
残
す
同
時
に
灰
燼
と
な
[

H

凵

隔

冒

の
焼
け
ん
塞
一奪
絶
言

　さ

　

け
る
も
今
更
思
出
□
れ
た
り
。
去
程
に
陣
々
悉
落
居
し
て
翌
日
各
打
帰
け
る
に
、
城
の
木
戸
の
き
わ
に

一
首

の
札
を

そ
立
た
り
け
る
。

い
さ
め
し
に
か

〉
ハ
り
も
せ
ぬ
ひ
ち
は
り
木
功
を
も
な
さ
て
打
れ
け
る
哉

と
そ
書

た
り
け
る
。
勢
共
よ
り
て
見
け
る
者
、
「
け
に
も
」
と
そ
云
け
る
。
唐
尭

四
海
を
つ
ミ
し
て
九
州
平
き
、
虞
舜

三
苗
を
伐
て

一
天
穏
な

(
け
カ
)

し

り
□

る

も

、

此

御

代

に

ハ
過

・
と

そ

覚

へ
け

る

。
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